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年

=
一八
四

び
瀦
咋
郡
土
田
荘
等
を
安
堵
せ
し
む
。

【古

蹟

文

徴
】

八

八

九

山
城
閣
下
上
野
庄
、
丹
後
図
芋
野
郷
、
伊
勢
聞
東
開
寺
、
加
質
問
若

林
郷
、

美
作
閤
古
呂
A

昆
郷
井
若
代
、
撒
津
閣
江
口
開
代
官
職
、
能

登
園
土
問
保
公
間
百
貨
文
、
近
江
閤
須
江
庄
、
同
閣
賀
茂
庄
内
名

問
職
等
事
、
早
任
--相
停
蛍
知
行
之
回
目
一
飯
尾
新
左
衛
門
尉
元
連
領

掌
不
ν
可
ν
有
=相
違
一
之
由
所
ν
被
エ仰
下
一也
。
机
山
下
知
如
ν
件
。

享
徳
四
年
二
月
廿
二
日

(
細
川
勝
一冗
)

右
京
大
夫
狐
朝
臣

(加
賀
若
林
郷
の
所
在
は
明
ら
か
な
ら
や
J
O
〉

在
判

二
月
十
一
日
。
偲
掲

【輪
島
崎
天
紳
枇
文
書
】

岡
安
郡

八
八
八

四
且
。
山

城

北

野

枇

雑
掌
、
同
枇
領
瀦
咋
那
菅
原
症
の

代
官
坊
城
兵
衛
佐
の
年
貢
漣
乱
を
停
め
、
之
を
直
務
せ

ん
こ
と
を
幕
府
に
請
ふ
。

【北
野
紳
枇
官
官
三
年
一
荷
台
停
止
記
銘
】

八
九
O

手
-
建
立

天
満
宮
御
費
殿
受
字

右
車中
=
建
立
-
志
者
、
天
長
地
久
、
御
願
困
湖
、
殊
篤
-一地
頭
左
衛
問
尉

長
谷
部
数
連
、
井
紘
夫
藤
原
氏
女
.
心
中
所
願
成
就
凶
満
.
安
穏
泰

千
、
粂
叉
所
生
愛
子
所
領
繁
昌
一
故
奉
=
建
立
-之
欣
如
ν
件、

享
徳
四
年
誠
一
政
一
一
月
十
一
日
駐
日
山

民
午

同
十
七
日
宮
移

奉
行
借
有
賢

沙
踊
西
念

楠

岡

田

県

質

崎
川
行
波

(
鳳
至
郡
輪
島
崎
天
榊
社
再
建
の
と
と
は
文
明
十
年
四
月
十

大
工
借
了
魔

一
日
の
僚
に
在
り
て
、そ
の
敗
壊
多
年
・
な
る
と
と
を
言
へ
り
。

然
ら
ば
則
ち
と
L
に
そ
の
賢
肢
を
造
営
し
た
り
と
す
る
も
の

は
疑
ふ
ベ
し
。
殊
に
享
徳
四
年
二
月
十
一
日
は
了
一亥
に
し
て

壬
子
に
あ
ら
や
。
)

二
月
廿
二
日
。
幕
府
、
飯
尾
元
漣
に
、
加
賀
若
林
郷
及

(
足
利
器
満
)

之
虫
魚
=
上
意
議
=仰
出
一
之
問
、
祉
領
事
者
、
添
自
=
鹿
苑
院
殿
様
御

代
一
被
ν
成
=
下
他
人
契
約
停
止
御
判
一
子
ν
今
無
=其
煩
一
之
官
、
再
三

雄
ν
令
-
-
言
上
一
重
両
被
=仰
出
-
候
問
、
不
ν
及
ν
力
申
談
候
託
。
然
間
彼

庄
年
貢
巳
下
.
最
密
可
ν
有
=
執
沙
汰
一
之
旨
請
文
有
ν
之
躍
、
則
去
年
年

貢
最
少
事
被
ν
致
=
祉
納
一
有
=過
分
未
進
一
問
、
連
日
雌
ν
致
=
催
促
一
曾

以
不
ν
能
--承
引
-候
僚
、

言
語
道
断
，次
第
也
。
仇
附
，
版
如
ν
今
煮
、
御
一蹴

榊
事
松
市
可
ν
及
-嗣
怠
-
事
‘
且
榊
慮
.
且
善一
話
公
方
様
一
努
以
不
v
可
ν

然
者
也
。
然
上
者
被
ν
任
-
一
彼
詩
文
回
日
一
早
速
可
ν
預
--
御
成
敗
者
哉
。
特

蛍
年
相
一
-
嘗
三
年
一
請
合
-之
問
、
矯
=
彼
料
所
一上
者
、
伍
侶
余
震
可
ν

被
ν
致
=一
共
沙
汰
一
者
也
。
師
自
=
来
五
月
八
日
一
年
預
方
ヱ
敦
一下行一結-一

御
損
色
一
一
柳
輿
御
紳
服
等
調
進
申
事
者
枇
例
也
。
雄
ν
潟
ν
柳
下
行
物

相
違
之
儀
在
ν
之
者
、
御
一
柳
服
等
難
-
一
出
来
-者
哉
。
所
詮
興
一
世
家
一
致
=

直
務
一
於
=
未
準
分
-
者
.
不
日
可
ν
挟
-
究
横
一
之
旨
、
震
ν
預
=
御
成
敗
一
粗

謹
言
上
如
ν
件。

享
徳
四
年
卯
月

日

O 

【北
野
一
柳
一
粧
品
回
間
宮
三
年
一
請
合
停
止
記
鋒
】

八
九

康

正

7G 

年

北
野
宮
寺
雑
掌
純
一言
上

右
A
V

問
祉
領
能
州
菅
原
庄
事
者
、

持
】重
色
御
願
料
所
一
川
県
-
一
知
行
相
泣

(
佼
股
}

之
庭
、
去
年
夏
比
、
彼
庄
代
官
職
事
、
坊
城
兵
衛
方
競
盤
、
可
己申
談
一

北
野
宮
寺
御
師
松
ば
い
院
誠
一言
上

右
た
う
し
ゃ
領
、

の
と
の
闘
す
が
わ
ら
の
し
ゃ
う
の
事
は
‘
ぢ
う

し
き
の
御
願
れ
う
所
と
し
て
.
知
行
さ
う
い
た
き
所
に
、
去
ね
ん
の

(
税
虫
)

夏
の
と
ろ
、
彼
庄
の
代
〈
わ
ん
臓
の
事
、
坊
城
兵
術
位
方
け
い
ば
う

(足
利
滋
政
)

に
よ
っ
て
、
申
談
十
ベ
き
由
上

意
と
し
て
た
ほ
せ
い
だ
さ
る
L

(山
山
苑
践
)

間
.
祉
領
の
事
は
恭
ろ
〈
お
ん
ゐ
ん
殿
さ
ま
の
御
代
よ
り
、
他
人
契

約
ち
ゃ
う
じ
の
御
判
を
怒
し
く
だ
さ
れ
、
い
ま
に
そ
の
鋲
た
き
む

ね
、
さ
い
三
ど
ん
上
仕
候
と
い
へ
と
も
、
重
而
被
=
仰
出
一
問
、
ち
か

ら
に
ゐ
よ
ば
や
ゆ
談
候
慮
に
、
去
年
の
ね
ん
ぐ
さ
い
少
事
と
り
さ

た
候
て
.
過
分
の
米
逃
候
問
、
連
日
催
促
仕
候
と
い
へ
ど
も
、

更
に

承
引
の
慌
た
〈
、
と
と
に
蛍
年
三
年
一
諦
ムげ
に
あ
い
あ
た
り
候
問
、

御
神
服
等
巴
下
五
百
よ
〈
わ
ん
文
仙
立
に
て
候
問
、
如
ν
此
の
子
制
、

飯
尾
興
三
ざ
へ
も
ん
を
も
て
、
去
四
月
よ
り
兵
衛
佐
方
の
請
文
之

(絵
)

案
文
、
枇
家
の
め
や
す
を
も
て
歎
巾
と
い

へ
ど
も
、
い
ま
だ
一

み
ち

仰
出
さ
れ
や
候
。
然
問
自
=年
預
方
一
い
ま
の
ご
と
〈
御
代
物
下
行

事
私
き
に
よ
っ
て
.
御
紳
服
等
出
来
し
が
た
き
由
、
連
日
一
位
家
へ
催
促

を
い
た
し
候
。
今
明
の
問
一
み
ち
御
成
敗
友
〈
候
は
ど
、三
年

一
詰

=
一
八
五




